
お知らせ

お
知
ら
せ

子
育
て

文
化

健
康
・
福
祉

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー

お
知
ら
せ

子
育
て

文
化

健
康
・
福
祉

イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ジ
ャ
ー

お
知
ら
せ

文
化
振
興
基
金
助
成
事
業
を
募
集

対
象　
市
内
の
団
体
な
ど

対
象
事
業　
①
歴
史
的
文
化
の
調
査
・
保

護　
②
文
化
の
普
及
・
顕
彰　
③
文
化
の

交
流
・
研
修　
④
優
秀
芸
術
の
誘
致
・
収

集　
⑤
文
化
施
設
の
整
備　
⑥
歴
史
的
重

要
施
設
の
整
備　
⑦
地
域
の
活
性
化
促
進

を
図
る
た
め
の
施
設
整
備　
な
ど

※
対
象
と
な
ら
な
い
も
の　
①
営
利
を
目

的
と
す
る
事
業　

②
特
定
の
政
治
・
宗

教
・
営
利
団
体
な
ど
の
活
動
お
よ
び
宣
伝

を
目
的
と
す
る
事
業　
な
ど

助
成
額　
事
業
経
費
の
２
分
の
１
以
内

申
し
込
み　
５
月
29
日（
金
）ま
で

問
社
会
教
育
課
☎（
21
）１
５
１
６

ス
ポ
ー
ツ
激
励
金
を
交
付

　
県
予
選
、
中
国
大
会
な
ど
の
地
区
予
選

お
よ
び
国
内
大
会
予
選
や
選
考
会
を
経
て

全
国
大
会
に
出
場
し
、
次
の
要
件
に
該
当

す
る
個
人
ま
た
は
団
体
へ
激
励
金
を
交
付

し
ま
す
。

①
市
内
在
住
者　
②
市
内
の
学
校
、
企
業

な
ど
の
単
独
チ
ー
ム
と
し
て
大
会
に
出
場

す
る
団
体　
③
市
内
在
住
で
、
市
内
外
の

学
校
、
団
体
な
ど
に
所
属
し
て
い
る
人　

④
市
内
在
住
で
、
国
民
体
育
大
会
の
要
項

に
記
載
さ
れ
る
監
督
お
よ
び
コ
ー
チ　

⑤
市
長
が
特
別
に
対
象
と
見
な
す
人

申
請
方
法　
申
請
書
を
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
提
出

先
に
備
え
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
申
請
は
大
会
開
催
前
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

問
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎（
21
）０
４
２
５

自
動
車
税
種
別
割
の
納
付

　
自
動
車
税
種
別
割
は
、
毎
年
４
月
１
日

時
点
で
自
動
車
を
持
つ
人
が
納
め
る
県
の

税
金
で
す
。

　

５
月
上
旬
に
納
税
通
知
書
が
届
き
ま

す
の
で
、
６
月
１
日
（
月
）
ま
で
に

金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
（
Ｙヤ

フ

ー

ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
公
金
支
払

い
）
を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

納
付
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

（
Ｐペ

イ

ペ

イ

ａ
ｙ
ｐ
ａ
ｙ
、
Ｌラ

イ

ン

ペ

イ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
）

利
用
に
よ
る
納
付
も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
人

は
、
６
月
１
日（
月
）に
指
定
の
銀
行
口
座

か
ら
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
の
で
、
事
前
に

準
備
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
備
中
県
民
局
税
務
部

☎
０
８
６（
４
３
４
）７
０
７
１

空
家
等
対
策
計
画
を
策
定

　
近
年
、
地
域
に
お
け
る
人
口
減
少
や
既

存
住
宅
の
老
朽
化
な
ど
に
伴
い
空
き
家
な

ど
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
少

子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
さ
ら
に
増
加
す

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
防
災

や
防
犯
機
能
の
低
下
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

面
で
地
域
住
民
の
生
活
環
境
に
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
空
家
等
対

策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
６
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
２
年
３
月
に

「
高
梁
市
空
家
等
対
策
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

主
な
目
的　
空
き
家
な
ど
に
関
す
る
次
の

よ
う
な
施
策
な
ど
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
し
ま
す
。

①
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
る
空
き
家
な

ど
の
所
有
者
に
対
す
る
相
談
体
制
の
強
化

②
空
き
家
な
ど
の
適
切
な
管
理
や
利
用
の

促
進

③
管
理
が
で
き
て
い
な
い
空
き
家
な
ど
の

解
消
に
向
け
た
対
策
の

強
化　
な
ど

問
環
境
課

☎（
21
）０
２
５
９

第
２
次
地
域
公
共
交
通
網
形

成
計
画
を
策
定

　

市
は
、
平
成
27
年
３
月
に
策
定
し
た

「
高
梁
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」

に
よ
り
交
通
再
編
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
計
画
期
間
の
終
了
に
と
も
な
い
第
２

次
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
第
２
次
計
画
で
は
、
公
共
交
通
の
利
用

者
減
少
、
増
大
す
る
公
共
交
通
関
連
支
出

な
ど
の
課
題
を
踏
ま
え
、
持
続
可
能
な
公

共
交
通
体
系
の
構
築
を
５
カ
年
計
画
の
中

で
段
階
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

主
な
取
り
組
み

①
路
線
バ
ス
、
生
活
福
祉
バ
ス
、
ふ
れ
あ

い
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
、
見
直
し
基
準
に

よ
り
廃
止
を
含
め
た
検
討
を
行
い
ま
す
。

※
見
直
し
基
準
…
路
線
バ
ス
収
支
率
30
％

未
満
の
路
線
、
生
活
福
祉
バ
ス
１
便
当
た

り
の
平
均
乗
車
人
数
３
人
未
満
、
ふ
れ
あ

い
タ
ク
シ
ー
１
便
当
た
り
の
平
均
乗
車
人

数
１・５
人
未
満

②
公
共
交
通
空
白
地
の
高
齢
者
な
ど
の
移

動
手
段
確
保
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
利
用
助

成
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

③
運
転
免
許
自
主
返
納
者
へ
の
支
援
、
交

通
事
業
者
へ
の
支
援
を
検
討
し
ま
す
。

問
高
梁
市
地
域
公
共
交
通
会
議（
市
民

課
）☎（
21
）０
２
５
４

お
か
や
ま
森
づ
く
り
県
民
税

　
県
は
、
県
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
森
林

を
適
切
に
保
全
す
る
た
め
、
お
か
や
ま
森

づ
く
り
県
民
税
を
導
入
し
、
県
民
の
皆
さ

ん
に
ご
負
担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
納
め
た
お
か
や
ま
森
づ
く
り

県
民
税
に
よ
り
、
間
伐
な
ど
森
林
の
手
入

れ
や
、
作
業
を
行
う
担
い
手
の
育
成
、
公

共
建
築
物
な
ど
へ
の
木
材
利
用
の
促
進
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
か
け
が
え
の

な
い
森
林
を
よ
り
良
い
か
た
ち
で
次
の
世

代
へ
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

森
づ
く
り
県
民
税
の
仕
組
み

納
税
方
法　
県
民
税（
均
等
割
）に
加
算
し

て
納
付
し
ま
す
。

納
め
る
額（
年
額
）　

個
人
５
０
０
円
／

法
人（
資
本
金
な
ど
の
額
に
応
じ
て
）

１
０
０
０
円
～
４
万
円

使
い
道　
①
水
源
の
涵か
ん
養よ

う
、
県
土
保
全
な

ど
の
森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
を
高
め
る

森
づ
く
り　
②
森
林
整
備
を
推
進
す
る
た

め
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成
と
木
材
の
利

用
促
進　
③
森
林
・
林
業
に
関
す
る
各
種

情
報
の
提
供
と
森
づ
く
り
活
動
の
推
進

問
岡
山
県
税
務
課

☎
０
８
６（
２
２
６
）７
２
４
１

農
作
業
機
付
き
ト
ラ
ク
タ
ー

の
公
道
走
行
に
つ
い
て

　
道
路
運
送
車
両
法
の
基
準
が
緩
和
さ
れ
、

農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー
の
使
用
者
が
制
限
事
項

を
遵
守
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
作
業
機
を

農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー
に
装
着
し
た
ま
ま
で
も

公
道
を
走
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

注
意
点
と
条
件　

〇
農
作
業
機
を
装
着
す
る
と
、
幅
が
１
・

７
ｍ
を
超
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

場
合
、
道
路
交
通
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る

大
型
特
殊
自
動
車
免
許（
農
耕
車
限
定
含

む
）が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
農
作
業
機
の
幅
は
端
か
ら
端
ま
で
の
寸

法
で
す
。
耕
耘
幅
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
農
作
業
機
を
装
着
し
て
も
、
灯
火
器
類
が

周
囲
か
ら
確
認
で
き
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〇
安
定
性
の
保
安
基
準
を
満
た
せ
な
い
場

合
は
、
運
行
速
度
が
時
速
15
㎞
以
下
の
速

度
制
限
と
制
限
を
受
け
た
車
両
の
表
示
が

必
要
で
す
。

〇
幅
が
２・５
ｍ
を
超
え
る
場
合
は
、
表
示

や
灯
火
器
類
、
特
殊
車
両
通
行
許
可
を
受

け
る
な
ど
の
対
応
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
Ｊ
Ａ
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
・
び
ほ
く

広
域
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー（
旧
Ｊ
Ａ
び
ほ

く
）☎（
22
）４
５
５
３

区　分 対象者 要　件 助成額 QRコード

住宅を
新築する場合

40歳以下の人、または同
居し扶養する子が15歳以
下である人

用地取得
購入代金が 200万円以上の
住宅用地の購入

購入代金の10分の１
交付限度額100万円

住宅新築
台所、風呂および便所を有す
る延床面積 70㎡以上の住宅
の新築（共同住宅を除く）

三世代同居・近居世帯60万円
15歳以下養育世帯50万円
その他世帯30万円
※市外業者施工の場合は半額

住宅を
購入する場合

40歳以下の人、または同
居し扶養する子が15歳以
下である人

①購入代金が 200万円以上
の中古住宅、または建売住
宅の購入

購入代金の10分の１
交付限度額
15歳以下養育世帯100万円
その他世帯50万円

住宅を
リフォーム
する場合

①婚姻後１年を経過して
いない人、または６カ月以
内に婚姻予定の人（夫婦い
ずれかの年齢が40歳以下
であること）
②同居し扶養する子が15
歳以下である人

①自らが居住し、自己または
同居の親族などが所有する一
戸建て住宅の修繕、改修、増
築などの工事であること
②市内の建築業者などが施工
する場合で、補助対象工事費
が100万円以上であること

対象工事費の10分の１
交付限度額50万円
※過去に住宅リフォーム事業費補
助金、または空き家活用事業助成
金の交付を受けた住宅は、50万
円から当該交付額を差し引いた額
が上限となります。

婚姻後、民間
賃貸住宅に入
居する場合

婚姻後１年を経過してい
ない人（夫婦いずれかの年
齢が 40 歳以下であるこ
と）

①家賃月額３万円以上の民
間賃貸住宅に住み始めて１年
を経過していないこと

月額１万円を１年間交付

※平成30年７月豪雨災害で被災した人（り災証明書の交付を受けた人）は特例事項があります。

高梁市若者定住促進住宅助成金 問住もうよ高梁推進課☎（21）０２８２

高梁市の市外局番は「0866」です 14Ｒ2 (2020) ４月15 Ｒ2 (2020) ４月


